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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
日
本
の
地
方
議
会
の
役
職
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
基
づ
き
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
法
制
度
論
中
心
の
地
方
自
治
研
究
で
は
、
日
本
の
地
方
議
会
の
議
事
運
営
は
、
標
準
会
議
規
則
の
存

在
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
画
一
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（e.g. 

浅
野
二
〇
〇
四
、
一
六
五
頁; 

大
森
二

〇
〇
二
、
一
一
一
―
一
一
四
頁
）。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
地
方
議
会
の
権
限
・
組
織
・
運
営
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
一
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
部
分
が
大
き
く
、
そ
の
多
様
性
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
標
準
会
議
規
則
を
雛
形
に
、
日
本
の
大
半
の

地
方
議
会
が
ほ
ぼ
同
型
の
会
議
規
則
に
よ
っ
て
議
事
運
営
を
執
行
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
地
方
政
治

研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、
地
方
議
会
の
正
副
議
長
や
正
副
常
任
委
員
長
の
役
職
配
分
の
パ
タ
ー
ン
に
は
地

域
や
時
代
に
よ
る
特
色
の
違
い
が
存
在
し
（
馬
渡
二
〇
一
〇
、
第
三
章
）、
ま
た
、
標
準
会
議
規
則
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
雛
形
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
議
会
ご
と
の
運
用
実
態
は
異
な
っ
て
い
る
（
築
山
二
〇
一
三
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
地
方
議
会
の
議
事
運
営
の

パ
タ
ー
ン
は
、
地
方
議
会
の
活
動
や
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
1
）が、
そ
れ
ら
の
相
違
は
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
生

じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
四
十
七
都
道
府
県
議
会
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
整
備
し
た
上（
2
）で、

日
本
の
地
方
議
会

の
議
事
運
営
の
う
ち
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
着
目
し
、
そ
の
役
職
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

特
に
、
議
会
の
議
事
運
営
権
の
影
響
と
、
二
元
代
表
制
の
執
政
制
度
の
影
響
を
強
調
し
、
議
会
内
組
織
の
役
職
が
議
会
の
多
数
党
や
連
立

与
党
の
選
好
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
続
く
第
二
節
で
は
、
日
本
の
地
方
議
会
に
お
け
る
委
員
会
制
度
の
役
割
お
よ
び
機
能
や
、
特
に
、
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委
員
長
の
議
事
運
営
上
の
権
限
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
で
、
地
方
議
会
の
委
員
会
の
役
職
配
分
に
着
目
す
る
本
稿
の
議
論
の
背
景
を
明

確
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
節
で
は
、
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
に
関
す
る
地
方
議
会
研
究
お
よ
び
比
較
議
会
研
究
の
既
存
研
究
を
整

理
し
、
本
稿
の
仮
説
を
導
出
す
る
。
第
四
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
そ
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
概
説
し
、

第
五
節
で
は
、
実
際
に
推
定
を
行
う
。
第
六
節
で
は
、
本
稿
の
結
論
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
の
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
地
方

議
会
の
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
、
本
会
議
や
委
員
会
の
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
た
め
、
地
方
議
会
に
お
い
て
多
数
派
を
占
め
る
自
民

党
の
寡
占
状
況
が
生
じ
や
す
く
、
そ
の
意
味
で
多
数
主
義
的
な
役
職
配
分
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
他
方
、
地
方
政
府
の
長
が
議
会
内
の
複

数
政
党
の
連
立
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
小
会
派
に
議
事
運
営
権
へ
の
関
与
を
認
め
る
議
会
運
営
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
比
例
的
な
役
職
配
分
が
行
わ
れ
や
す
い
。
総
じ
て
、
地
方
議
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
は
、
議
事
運
営
権
を
統
制
す
る
多
数
党

や
、
首
長
の
議
題
設
定
権
に
影
響
を
与
え
る
与
党
連
立
の
存
立
維
持
の
た
め
に
戦
略
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
本
稿
で
示
さ
れ
る
。

二
　
背
　
景

　
ま
ず
、
本
節
で
は
、
日
本
の
地
方
議
会
に
お
け
る
委
員
会
の
役
割
お
よ
び
機
能
や
、
委
員
長
の
議
事
運
営
上
の
権
限
に
つ
い
て
概
観
す

る
こ
と
で
、
日
本
の
地
方
議
会
の
委
員
会
の
役
職
配
分
に
着
目
す
る
本
稿
の
議
論
の
背
景
を
明
確
に
す
る
。

　
現
行
の
地
方
自
治
法
は
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
条
例
で
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
（
地
方
自
治
法
第
一
〇
九
条
第
一
項
）、
こ
れ
ら
委
員
会
を
、
地
方
自
治
法
上
の
必
置
機
関
で
は
な
く
、
条
例
に
よ

る
任
意
機
関
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
実
に
は
、
行
政
の
多
様
化
・
高
度
化
に
伴
っ
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
方
議
会
に
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
議
案
、
請
願
等
の
実
質
的
な
審
議
は
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
（e.g. 

大
森
二
〇
〇
二
、
一
二

四
―
一
二
六
頁
）。
審
査
独
立
の
原
則
の
も
と
、
付
託
事
件
に
つ
い
て
独
立
に
委
員
会
審
査
を
行
う
一
方
で
、
委
員
会
採
否
が
直
ち
に
議
会
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の
議
決
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
も
の
の
（
八
木
・
小
笠
原
編
一
九
九
〇
、
三
七
五
頁
）、
所
管
の
事
項
に
つ
い
て
個
別

に
発
言
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
執
行
機
関
か
ら
答
弁
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
委
員
会
組
織
は
、
地
方
議
員
の
議
会
活
動
に
と
っ

て
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
必
要
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
（
同
法
第
一
〇
九
条
第
九
項
）、

都
道
府
県
議
会
に
お
け
る
そ
の
準
則
で
あ
る
標
準
都
道
府
県
議
会
委
員
会
条
例
を
引
く
と
、
特
に
、
委
員
長
に
は
、
委
員
会
の
議
事
整

理
・
秩
序
保
持
権
（
第
八
条
、
第
二
〇
条
）、
招
集
権
（
第
一
二
条
）、
議
事
に
関
し
て
可
否
同
数
の
場
合
の
決
定
権
（
第
一
四
条
）
な
ど
の

広
範
な
議
事
運
営
権
が
与
え
ら
れ
て
お（
3
）り、

実
際
、
既
存
研
究
で
は
、
常
任
・
特
別
・
法
定
外
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
を
統
制
す
る
会

派
の
分
極
化
が
、
委
員
会
の
活
動
量
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
築
山
二
〇
一
三
）。
ま
た
、
正
副
委
員
長
は
、「
執
行

部
と
の
間
で
政
策
や
請
願
の
取
り
扱
い
を
協
議
す
る
機
会
が
多
い
」
こ
と
や
「
委
員
会
に
関
係
す
る
分
野
の
団
体
と
意
見
交
換
」
す
る
機

会
を
得
ら
れ
る
な（
4
）ど、
首
長
部
局
に
対
し
て
一
定
の
政
策
的
影
響
力
を
行
使
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
地
方
議
員
ら
に
と
っ

て
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
が
議
会
運
営
や
選
挙
対
策
上
、
重
要
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ（
5
）る。

　
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
実
証
的
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
役
職
配

分
の
パ
タ
ー
ン
が
、
地
域
内
の
政
策
的
・
選
挙
的
帰
結
に
実
質
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
役
職
配
分
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
地
方
議
会
の
機
能
を
理
解
す
る
上
で
特
別
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
仮
　
説

　
次
に
、
本
節
で
は
、
議
会
内
組
織

―
具
体
的
に
は
委
員
会
（com

m
ittee

）
の
役
職
配
分
に
関
す
る
地
方
議
会
研
究
お
よ
び
比
較
議

会
研
究
の
既
存
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、
本
稿
の
仮
説
を
導
出
し
て
い
く
。
第
一
に
、
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
日
本
の
地
方
議
会
内
組
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織
の
役
職
人
事
に
関
し
て
は
、
馬
渡
（
二
〇
一
〇
、
第
三
章
）
の
包
括
的
な
研
究
が
存
在
す
る
。
馬
渡
（
二
〇
一
〇
）
は
、
戦
後
の
都
道
府

県
議
会
の
正
副
議
長
・
正
副
常
任
委
員
長
ポ
ス
ト
の
役
職
配
分
を
多
数
会
派
（
自
民
党
）
に
よ
る
占
有
状
況
の
度
合
い
に
応
じ
て
類
型
化

し
、
そ
の
よ
う
な
類
型
の
出
現
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
観
察
事
実
を
報
告
し
て
い
る
。
正
副
常
任
委
員
長
ポ
ス
ト
に
限
っ
て
重

要
な
知
見
を
要
約
す
る
と
、（
一
）
都
道
府
県
議
会
の
正
副
常
任
委
員
長
ポ
ス
ト
は
、
自
民
党
が
ポ
ス
ト
を
独
占
す
る
「
自
民
独
占
型
」、

会
派
間
で
ポ
ス
ト
が
分
配
さ
れ
る
「
分
配
型
」、
そ
の
中
間
形
態
の
「
準
分
配
型
」
と
都
道
府
県
ご
と
に
多
様
な
類
型
が
確
認
さ
れ
る
。

（
二
）
基
本
的
に
自
民
独
占
型
、
準
分
配
型
の
人
事
類
型
は
、
議
会
内
の
自
民
議
席
率
が
高
い
自
民
優
位
型
の
都
道
府
県
議
会
で
の
み
観

察
さ
れ
る
が
、
自
民
党
が
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
議
席
を
占
め
る
自
民
絶
対
優
位
型
の
都
道
府
県
で
も
、
分
配
型
（
あ
る
い
は
準
分
配

型
）
の
役
職
配
分
が
行
わ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。（
三
）
こ
の
よ
う
な
役
職
配
分
ル
ー
ル
の
相
違
は
地
域
ご
と
に
特
色
が
あ
り
、
隣

接
す
る
複
数
の
議
会
が
共
有
す
る
政
治
文
化
が
強
く
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。（
四
）
ま
た
、
歴
史
的
変
化
で
い
え
ば
、
五
五
年

の
中
央
で
の
保
守
合
同
が
自
民
独
占
型
の
役
職
人
事
を
急
増
さ
せ
た
一
方
、
五
五
年
体
制
崩
壊
後
の
九
五
年
以
降
に
は
、
分
配
型
へ
と
役

職
人
事
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
議
会
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
先
駆
的
な
研
究
か
ら
は
、
都
道
府
県
議
会
の
役
職
人
事
が
実
際
に
は
か
な
り
の

程
度
多
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
そ
の
よ
う
な
都
道
府
県
議
会
の
役
職
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
上
の
問
い
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ま
ず
、
馬
渡
（
二
〇
一
〇
）
の
研
究
上
の
第
一
の
主
眼
は
都
道
府
県
議
会
ご
と
の
役
職
人
事
の
パ
タ
ー
ン
を
類
型
化
す
る
こ

と
に
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
内
の
改
選
ご
と
の
変
化
に
つ
い
て
は
　
主
要
な
説
明
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
自
民
独
占
型
と
分
配
型

の
中
間
形
態
で
あ
る
準
分
配
型
の
人
事
類
型
は
、「
一
〇
回
の
改
選
の
う
ち
」（
馬
渡
二
〇
一
〇
、
七
七
頁
）
何
回
、
党
派
間
で
役
職
が
分
配

さ
れ
た
か
に
応
じ
て
さ
ら
に
細
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
分
類
方
法
そ
の
も
の
が
、
同
一
の
都
道
府
県
内
に
お
い
て
、

改
選
ご
と
に
役
職
人
事
の
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
配
型
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
ど
の
程
度
の
ポ
ス
ト

を
ど
の
党
派
に
分
配
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
分
配
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
議
会
ご
と
に
色
彩
が
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
都
道
府
県
内
の
役
職
配
分
の
変
化
や
、
分
配
ル
ー
ル
の
微
妙
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
地
域
性
」
に
よ
っ
て
説

明
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
四
十
七
都
道
府
県
議
会
の
常
任
・
特
別
・
法
定
外
委
員
会
の
正
副
委
員

長
ポ
ス
ト
の
分
配
状
況
を
、（
一
）
改
選
ご
と
に
、（
二
）
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
内
の
有
効
会
派
数
お
よ
び
会
派
別
議
席
率
に
よ
っ
て
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
で
、
地
方
議
会
内
の
役
職
配
分
の
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
く
。
以
下
で
は
、
特
に
議
会

内
の
多
数
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
阻
害
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
多
数
党
の
一
体
性
の
低

下
、
首
長
に
対
す
る
与
党
連
立
の
拡
大
、
議
事
運
営
権
に
関
し
て
小
会
派
に
影
響
力
を
認
め
る
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
存
在
の
三
点
に
着
目

し
、
比
較
議
会
研
究
の
知
見
と
関
連
づ
け
な
が
ら
仮
説
を
導
出
す
る
。

㈠
　
多
数
党
の
影
響

　
議
会
内
組
織

―
特
に
、
委
員
会
ポ
ス
ト
の
役
職
配
分
に
関
し
て
は
、
比
較
議
会
研
究
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
存
在
す
る
。
た
と
え

ば
、
自
律
的
な
委
員
会
制
度
を
特
徴
と
す
る
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
研
究
で
は
、
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
分
配
理
論
（e.g. Shepsle 

1978

）、
情
報
理
論
（e.g. Krehbiel 1991

）、
党
派
理
論
（e.g. Cox and M

cCubbins 1993

）
な
ど
の
複
数
の
理
論
が
競
合
し
、
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
構
成
に
関
し
て
異
な
る
予
期
が
導
か
れ
て
い（
6
）る。
こ
の
う
ち
、
党
派
理
論
は
、
議
会
の
多
数
派
を
占
め
る
多
数
党
が
、
議
会
の

委
員
会
構
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
強
調
す
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
日
本
の
都
道
府
県
議
会
は
、

自
民
党
に
よ
る
一
党
優
位
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
こ
と
を
特
徴
の
一
つ
と
す
る
が
（
曽
我
・
待
鳥
二
〇
〇
七
、
八
五
―
八
六
頁
）、
こ
の
よ

う
な
一
党
優
位
の
政
党
配
置
は
多
数
党
の
選
好
に
基
づ
く
役
職
配
分
を
促
進
す
る
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
道
府
県
議
会
の
委
員

会
の
正
副
委
員
長
は
、
本
会
議
で
の
選
任
と
委
員
で
の
互
選
の
二
通
り
の
選
出
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
た（
7
）め、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
議

会
内
・
委
員
会
内
で
常
に
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
委
員
会
ポ
ス
ト
を
独
占
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ
れ
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ゆ
え
、
日
本
の
地
方
議
会
の
委
員
会
ポ
ス
ト
は
、
多
数
党
に
議
会
内
で
の
議
席
率
以
上
の

―
非
比
例
的
な
（disproportional

）
ボ
ー
ナ

ス
を
付
与
す
る
多
数
主
義
的
な
（m

ajoritarian

）
役
職
配
分
が
行
わ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
地
方
議
会
は
、

一
党
優
位
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
も
と
、
自
民
党
に
議
席
率
以
上
の
ポ
ス
ト
を
配
分
す
る
多
数
主
義
的
な
議
事
運
営
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ

と
が
予
期
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
多
数
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
は
い
か
な
る
状
況
下
で
阻
害
さ
れ
る
か
。
第
一
の
要
因
と
し
て
、
ま
さ
に
当
の

議
事
運
営
権
を
寡
占
す
る
多
数
党

―
自
民
党
の
一
体
性
が
低
下
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
中
央
集
権
的
な
行
財
政
制
度
の
も
と
、
中

央
で
の
自
民
党
一
党
優
位
体
制
の
制
度
化
は
、
自
民
党
の
地
方
組
織
内
の
対
立
を
潜
在
化
さ
せ
て
き
た
も
の
の
、（
一
）
地
方
議
会
の
議

長
な
ど
の
役
員
選
挙
を
巡
る
対
立
、（
二
）
知
事
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
候
補
の
一
本
化
の
失
敗
、（
三
）
系
列
に
あ
る
国
会
議
員
に
よ
る

新
党
創
設
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
し
ば
し
ば
自
民
党
会
派
が
議
会
内
で
分
裂
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
砂
原
二
〇
一
〇
）。
こ
れ
ら
の

自
民
党
会
派
の
分
裂
は
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
役
職
配
分
に
関
し
て
大
き
く
二
つ
の
ケ
ー
ス
を
生
じ
さ
せ
る
。
一
方
は
、
自
民
党
の
分

裂
会
派
間
で
連
合
し
つ
つ
連
合
内
で
役
職
を
比
例
按
分
す
る
ケ
ー
ス
、
も
う
一
方
は
、
自
民
党
の
分
裂
会
派
間
で
連
合
を
行
わ
な
い
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、
自
民
党
が
統
一
会
派
で
あ
っ
た
場
合
と
統
制
す
る
ポ
ス
ト
の
総
数
自
体
は
異
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
自

民
党
の
分
裂
会
派
間
で
按
分
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
民
党
の
会
派
分
裂
を
反
映
し
た
計
算
式
で
は
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有

効
会
派
数
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
に
は
、
自
民
党
の
分
裂
会
派
間
で
連
合
を
行
わ
な
い
結
果
と
し
て
、
議
会
内

で
の
過
半
数
の
議
席
の
維
持
が
不
可
能
に
な
り
自
民
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
が
妨
げ
ら
れ
る
状
況
や
、
い
ず
れ
か
の
分
裂
会
派
が
非
自
民

党
系
の
諸
会
派
と
連
合
し
つ
つ
役
職
の
獲
得
を
目
指
す
状
況
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
に
も
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効

会
派
数
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
せ
よ
、
多
数
党
の
分
裂
は
、
一
つ
の
会
派
に
よ
る
役
職
の
寡
占
を
阻

害
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
第
一
に
、
多
数
党
と
の
関
連
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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仮
説
１
　
自
民
党
会
派
が
分
裂
し
て
い
る
議
会
で
は
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を
占
め
る
有
効
会
派
数
お
よ
び
小
会
派
の
議
席
率
が
増
加
す

る
。

㈡
　
連
立
与
党
の
影
響

　
多
数
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
を
阻
害
す
る
第
二
の
要
因
と
し
て
、
執
政
府
・
議
会
関
係

―
特
に
、
首
長
選
挙
で
の
推
薦
・
支
持
関
係

を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
議
会
勢
力
の
連
立
与
党
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
制
度
化
さ
れ
た
二
大
政
党
制
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
ア
メ

リ
カ
連
邦
議
会
と
は
異
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
議
院
内
閣
制
・
半
大
統
領
制
の
議
会
で
は
、
複
数
の
政
党
の
連
立
に
よ
っ
て
多
数
派
が
存

立
す
る
多
党
連
立
（m

ultiparty coalition

）
政
権
が
成
立
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
従
来
、
連
立
政
権
下
の
役
職
配
分
に
つ
い
て
は
、

連
立
内
閣
の
閣
僚
ポ
ス
ト
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
主
要
な
分
析
対
象
と
す
る
研
究
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
き
た
が
（e.g. Laver and 

Schofield 1998

）、
近
年
で
は
多
党
連
立
政
権
下
に
お
け
る
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分

―
特
に
、
委
員
会
ポ
ス
ト
の
配
分
に
関
す
る
研

究
が
著
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
（e.g. Carroll 2013
）。
閣
僚
に
対
す
る
政
務
次
官
（junior m

inister

）
ポ
ス
ト
の
運
用
と
同
様
に
（Thies 

2001

）、
連
立
与
党
の
閣
僚
を
監
視
す
る
（
“keep tabs
”）
た
め
に
ど
の
よ
う
に
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
を
戦
略
的
に
配
分
し
て
い
る
の

か
が
中
心
的
な
研
究
課
題
を
形
成
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
付
随
し
て
、
連
立
与
党
が
委
員
会
の
役
職
配
分
に
お
い
て
一
定

の
連
立
ボ
ー
ナ
ス
を
得
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（Carroll 20
（
8
）

13

）。

　
日
本
の
地
方
政
府
は
、
首
長
に
強
力
な
立
法
権
力
を
認
め
る
二
元
代
表
制
の
執
政
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
首
長
の
議
題
設
定
権
か
ら

排
除
さ
れ
る
こ
と
の
損
失
が
大
き
い
た
め
に
、
頻
繁
に
複
数
の
政
党
が
同
一
の
首
長
候
補
に
推
薦
・
支
持
を
与
え
る
相
乗
り
枠
組
み
が
成

立
し
や
す
い
特
徴
が
あ（
9
）る。
こ
の
よ
う
な
制
度
配
置
の
下
で
は
、
首
長
に
対
す
る
与
党
連
立
の
維
持
は
、
政
党
行
動
や
議
員
行
動
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
議
会
内
の
多
数
党
も
、
首
長
選
挙
で
他
の
政
党
と
相
乗
り
枠
組
み
を
形
成
し
、
か
つ
、

次
回
選
挙
で
も
そ
の
枠
組
み
を
継
続
さ
せ
る
誘
因
を
持
つ
場
合
に
は
、
委
員
会
の
ポ
ス
ト
を
譲
歩
し
て
そ
の
よ
う
な
与
党
連
立
の
維
持
を
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目
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
議
会
内
の
多
数
党
を
含
ま
な
い
与
党
連
立
が
形
成
さ
れ
た
場
合
に
は
、
与
党
連
立
内
の
政
党
間
で
連
合

を
形
成
し
て
多
数
党
の
役
職
の
寡
占
を
防
ぎ
、
連
合
内
で
ポ
ス
ト
を
配
分
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
）
10
（

る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
多
数
党
外
の

連
立
の
拡
大
が
、
多
数
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
を
阻
害
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
第
二
に
、
連
立
与
党
と
の
関
連
か
ら
、
以

下
の
よ
う
な
仮
説
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仮
説
２
　
自
民
党
以
外
の
議
会
内
の
与
党
議
席
率
が
増
加
す
る
ほ
ど
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を
占
め
る
有
効
会
派
数
お
よ
び
小
会
派
の
議

席
率
が
増
加
す
る
。

㈢
　
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
影
響

　
最
後
に
、
多
数
党
に
よ
る
役
職
の
寡
占
を
阻
害
す
る
第
三
の
要
因
と
し
て
、
小
会
派
に
議
事
運
営
権
を
認
め
る
議
会
運
営
ル
ー
ル

（parliam
entary rule

）
の
存
在
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
議
会
は
、
標
準
会
議
規
則
を
雛
形
と
し
て
全
国

で
ほ
ぼ
同
型
の
会
議
規
則
を
制
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
標
準
会
議
規
則
は
雛
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
た
と
え
ば
条
文
中
の
「
○
人
」

と
い
う
記
述
の
形
で
、
制
度
運
用
に
関
す
る
要
件
面
で
の
裁
量
を
地
方
議
会
の
自
主
性
に
委
ね
て
い
る
」（
築
山
二
〇
一
三
、
九
一
頁
）。
具

体
的
に
は
、
ど
の
規
模
の
会
派
に
各
種
の
議
事
運
営
権
へ
の
関
与
を
認
め
る
か

―
と
い
っ
た
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
多
数
主
義
性
は
、
地

方
議
会
ご
と
に
一
定
程
度
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
会
派
を
交
渉
団
体
と
し
て
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
に
つ
い
て
も
議
会

ご
と
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
地
方
議
会
の
議
会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置

し
（
地
方
自
治
法
第
一
〇
九
条
第
三
項
）、
そ
こ
で
事
前
に
意
見
調
整
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
の
議
会
運
営
委
員
会
の
選
出
会
派

を
「
交
渉
団
体
」
と
呼
ぶ
（
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
二
〇
〇
九
、
一
三
―
一
四
頁
）。
委
員
会
の
委
員
の
選
任
案
件
も
、
議
会
運
営

委
員
会
の
協
議
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ど
の
規
模
の
会
派
を
交
渉
団
体
と
認
め
る
か
と
い
っ
た
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
多
数
主
義
性

は
、
委
員
会
の
役
職
配
分
に
関
す
る
比
例
性
に
直
接
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
第
三
に
、
議
会
運
営
ル
ー
ル
と
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の
関
連
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仮
説
３
　
交
渉
団
体
と
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
が
少
な
い
（
小
会
派
に
も
議
事
運
営
権
を
認
め
る
）
議
会
ほ
ど
、
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を

占
め
る
有
効
会
派
数
お
よ
び
小
会
派
の
議
席
率
が
増
加
す
る
。

四
　
デ
ー
タ
と
方
法

　
本
節
で
は
、
上
述
の
三
つ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
用
い
る
デ
ー
タ
と
、
そ
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
ま
ず
、
推
定
に
用

い
る
従
属
変
数
お
よ
び
独
立
変
数
を
整
理
し
た
上
で
、
委
員
会
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
と
自
民
党
議
席
率
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

委
員
会
ポ
ス
ト
の
役
職
配
分
に
お
け
る
多
数
ボ
ー
ナ
ス
の
存
在
を
探
る
。
こ
こ
で
は
、
前
節
で
仮
説
づ
け
た
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
議
会

の
議
事
運
営
が
、
議
会
の
多
数
派
に
有
利
な
多
数
主
義
的
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
多
数
ボ
ー
ナ
ス
の
変
動

を
説
明
す
る
た
め
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

㈠
　
デ
ー
タ

　
本
稿
で
分
析
対
象
と
な
る
の
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
各
改
選
時
の
四
十
七
都
道
府
県
議
会
で
あ
り
、
依
拠
す
る
資

料
上
の
制
約
か
ら
、
具
体
的
に
は
、
一
九
七
二
年
（
沖
縄
県
は
除
く
）、
一
九
七
五
年
、
一
九
七
七
年
、
一
九
七
九
年
、
一
九
八
三
年
、
一

九
八
七
年
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
五
年
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
三
年
の
全
一
〇
回
四
十
七
都
道
府
県
の
観
測
数
四
六
九
の
標
本
を
扱

う
。

　
ま
ず
、
従
属
変
数
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
常
任
・
特
別
・
法
定
外
委
員
会
の
正
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数

と
会
派
別
議
席
率
で
あ
る
。
有
効
会
派
数
は
、
院
内
会
派
を
単
位
と
し
て
、Laakso and Taagepera

（1979

）
の
方
法
に
よ
っ
て
指
標
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化
し
て
い
）
11
（
る
。
会
派
別
議
席
率
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
か
つ
通
時
的
な
追
跡
の
た
め
、
自
民
党
、
公
明
党
、
社
会
党
（
社
民
党
）、
共
産

党
の
四
党
に
つ
い
て
デ
ー
タ
化
を
行
っ
て
い
る
。
正
副
委
員
長
の
所
属
会
派
に
つ
い
て
は
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
に
よ
る

『
都
道
府
県
議
会
提
要
』
の
資
料
に
基
づ
い
た
。

　
次
に
、
独
立
変
数
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
統
制
変
数
と
し
て
議
会
全
体
の
有
効
会
派
数
お
よ
び
会
派
別

議
席
率
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。
変
数
の
操
作
化
は
従
属
変
数
と
同
様
で
、
デ
ー
タ
も
『
都
道
府
県
議
会
提
要
』
の
「
交
渉
団
体
に
関
す

る
調
」
に
基
づ
い
て
い
）
12
（
る
。
第
二
に
、
仮
説
１
の
自
民
党
会
派
の
分
裂
に
つ
い
て
は
、「
交
渉
団
体
に
関
す
る
調
」
の
中
で
自
民
党
会
派

の
分
裂
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
）
13
（

合
、「
自
民
」
を
含
ん
だ
名
称
の
会
派
が
複
数
存
在
す
る
場
合
、
お
よ
び
既
存
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
の
整

合
性
か
ら
分
裂
を
確
認
で
き
る
場
合
）
14
（
に
、
そ
れ
ら
を
自
民
党
会
派
の
分
裂
状
況
と
定
義
し
て
、
自
民
党
会
派
が
分
裂
し
て
い
る
か
否
か
を

識
別
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
操
作
化
し
て
い
る
。
第
三
に
、
仮
説
２
の
自
民
党
を
除
く
与
党
議
席
率
に
つ
い
て
は
、『
全
国
首
長
名
簿
』
を

も
と
に
現
職
の
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
推
薦
・
支
持
を
与
え
た
自
民
党
以
外
の
国
政
政
党
を
識
別
し
、
そ
の
議
席
率
の
合
計
を
前
述
の

会
派
別
議
席
数
に
基
づ
き
計
算
し
て
い
）
15
（

る
。
ま
た
、
委
員
会
ポ
ス
ト
に
占
め
る
各
会
派
別
議
席
数
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
各
政
党
の

推
薦
・
支
持
の
有
無
を
識
別
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
も
用
意
し
て
い
）
16
（
る
。
第
四
に
、
仮
説
３
の
、
交
渉
団
体
と
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
に
つ

い
て
は
、『
都
道
府
県
議
会
提
要
』
の
資
料
に
基
づ
き
デ
ー
タ
化
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
定
め
の
な
い
議
会
に
は
、
議
会
運
営
委
員
会

の
選
出
会
派
の
実
際
の
最
低
所
属
議
員
数
を
当
て
は
め
て
い
）
17
（
る
。
最
後
に
、
ポ
ス
ト
数
を
統
制
す
る
目
的
で
、『
都
道
府
県
議
会
提
要
』

の
資
料
に
基
づ
き
各
議
会
の
正
副
委
員
長
の
ポ
ス
ト
の
総
数
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
る
。
分
析
に
用
い
る
変
数
の
記
述
統
計
は
、
表
１
の
通

り
で
あ
る
。

㈡
　
委
員
会
の
役
職
配
分
の
多
数
主
義
性

　
日
本
の
地
方
議
会
の
役
職
配
分
の
特
徴
を
確
認
す
る
た
め
に
、
常
任
・
特
別
・
法
定
外
・
全
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
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有
効
会
派
数
と
議
会
全
体
の
有
効
会
派
数
の
平

均
値
を
比
較
し
た
も
の
が
、
図
１
で
あ
る
。
ま

た
、
図
２
で
は
、
自
民
党
議
席
率
に
つ
い
て
同

様
に
平
均
値
を
比
較
し
て
い
る
。
両
方
の
図
か

ら
は
、
次
の
二
点
の
事
柄
を
確
認
し
た
い
。
第

一
に
、
議
会
全
体
の
有
効
会
派
数
（
自
民
党
議

席
率
）
に
比
べ
て
、
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ

ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
（
自
民
党
議
席

率
）
の
平
均
値
は
〇
・
六
か
ら
〇
・
八
ほ
ど
小

さ
い
（
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
ほ
ど
大
き
い
）。
す
な

わ
ち
、
議
会
全
体
の
会
派
構
成
の
分
極
性
に
比

べ
て
、
委
員
会
ポ
ス
ト
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
会
派
の
勢
力
は
少
な
い
。
特
に
、
図
２
の

自
民
党
議
席
率
の
平
均
値
の
比
較
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
議
会
の
多
数
派
を
形
成
す
る
（
平

均
値
で
六
〇
％
の
議
席
を
占
め
る
）
自
民
党
の
優

位
性
が
際
立
っ
て
い
）
18
（
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
常

任
・
特
別
・
法
定
外
・
全
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ

の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を
比
較
し
た
場
合
、
副

表１　記述統計

変数名 観測数 平均 標準偏差 最小値 最大値
有効会派数・全・正委員長 469 1.7441 0.9272 1 7
有効会派数・全・副委員長 469 1.9509 0.9608 1 5.158
自民党議席率・全・正委員長 469 0.7711 0.2335 0 1
自民党議席率・全・副委員長 469 0.7047 0.2477 0 1
公明党議席率・全・正委員長 469 0.0288 0.0596 0 0.3077
公明党議席率・全・副委員長 469 0.0463 0.0816 0 0.6
社会党議席率・全・正委員長 469 0.0798 0.1014 0 0.5
社会党議席率・全・副委員長 469 0.1015 0.1241 0 0.6250
共産党議席率・全・正委員長 469 0.0110 0.0435 0 0.5
共産党議席率・全・副委員長 469 0.0147 0.0448 0 0.2581
有効会派数・議会全体 469 2.5358 1.0269 1.3310 10.5786
自民党議席率・議会全体 469 0.6088 0.1459 0.1463 0.8596
公明党議席率・議会全体 469 0.0560 0.0448 0 0.2333
社会党議席率・議会全体 469 0.1229 0.0807 0 0.4
共産党議席率・議会全体 469 0.0406 0.0412 0 0.2381
自民党分裂ダミー 469 0.0704 0.2560 0 1
自民党単独推薦・支持ダミー 469 0.2644 0.4415 0 1
公明党推薦・支持ダミー 469 0.5075 0.5005 0 1
社会党推薦・支持ダミー 469 0.3859 0.4873 0 1
共産党推薦・支持ダミー 469 0.0832 0.2764 0 1
交渉団体の最低所属議員数 469 4.0490 1.2385 1 8
全・正委員長ポスト数 469 9.6802 2.9512 4 18
全・副委員長ポスト数 469 10.5650 4.7469 4 35
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図１　有効会派数の平均値の比較
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委
員
長
を
占
め
る
有
効
会
派
数
（
自
民
党
議
席
率
）
が
、
正
委
員
長

の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
（
小
さ
い
）。
つ
ま
り
、
正
委
員
長
ポ
ス
ト

よ
り
も
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
方
が
比
例
的
に
会
派
に
配
分
さ
れ
や
す

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
実
証
分
析
で
は
、
副
委
員
長
に
関
す
る
推
定
モ
デ

ル
で
、
よ
り
明
確
な
傾
向
が
確
認
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
図
3
は
、
議
会
全
体
の
自
民
党
議
席
率
と
全
委
員
会
の
正
委
員
長

ポ
ス
ト
に
占
め
る
自
民
党
議
席
率
と
を
比
較
し
た
散
布
図
で
あ
る
。

垂
直
線
は
議
会
の
過
半
数
を
示
す
も
の
で
、
点
線
は
両
方
の
変
数
の

〇
か
ら
一
を
結
ぶ
比
例
線
を
示
し
て
い
る
。
図
か
ら
見
て
と
れ
る
よ

う
に
、
大
半
の
議
会
は
点
線
の
上
方
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
自
民

党
会
派
は
議
会
内
で
の
議
席
率
に
比
べ
て
大
き
な
役
職
ボ
ー
ナ
ス
を

得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
議
会
の
過
半
数
を
制
す
る
頃
か
ら
、
委

員
長
ポ
ス
ト
を
す
べ
て
掌
握
す
る
議
会
が
多
数
現
れ
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
る
。
概
し
て
、
日
本
の
地
方
議
会
の
委
員
会
ポ
ス
ト
の
役
職
配

分
は
、
多
数
派
を
掌
握
す
る
勢
力
に
有
利
な
多
数
主
義
的
な
特
徴
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

㈢
　
推
定
方
法

　
本
節
の
最
後
に
、
モ
デ
ル
の
推
定
方
法
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
本

図３　自民党議席率の散布図（議会全体・委員会全体）
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稿
が
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
複
数
年
を
ま
た
ぐ
四
十
七
都
道
府
県
議

会
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
で
あ
る
。
一
般
に
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
推
定
に

は
、
通
常
の
最
小
二
乗
法
を
用
い
る
古
典
的
回
帰
モ
デ
ル
、
各
個

体
の
切
片
の
異
質
性
を
考
慮
し
た
固
定
効
果
モ
デ
ル
、
固
定
効
果

と
説
明
変
数
が
無
相
関
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
下
に
一
般
化
最
小

二
乗
法
を
用
い
る
変
量
効
果
モ
デ
ル
の
三
つ
の
モ
デ
ル
が
用
い
ら

れ
る
（
浅
野
・
中
村
二
〇
〇
九
）。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
モ

デ
ル
を
、
Ｆ
検
定
、
ハ
ウ
ス
マ
ン
検
定
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に

よ
っ
て
検
定
し
、
モ
デ
ル
選
択
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
す
べ
て
の

モ
デ
ル
に
は
時
間
効
果
を
識
別
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
投
入
し
、
標

準
誤
差
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
相
関
を
考
慮
し

た
ロ
バ
ス
ト
標
準
誤
差
を
報
告
し
て
い
る
。

五
　
実
証
分
析

　
本
節
で
は
、
上
述
の
推
定
方
法
に
基
づ
き
、
実
際
に
仮
説
の
検

証
を
行
う
。
表
２
は
、
全
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め

る
有
効
会
派
数
を
従
属
変
数
と
し
た
推
定
結
果
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
モ
デ
ル
も
固
定
効
果
モ
デ
ル
を
報
告
し
て
い
る
。
固
定
効
果
モ

表２　正副委員長に占める有効会派数の規定要因

従属変数
1972-2003
有効会派数

全委員会・正委員長

1972-2003
有効会派数

全委員会・副委員長
Fixed-Effects Fixed-Effects

独立変数 Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

有効会派数（議会全体）  0.5973 0.0519 ***  0.4493 0.1101 ***
自民党分裂ダミー -0.1872 0.1053† -0.1792 0.1781 

与党議席率（自民党除外）  0.3747 0.2360  0.6361 0.1927 **
交渉団体・最低所属議員数 -0.0606 0.0280 * -0.0811 0.0271 **

ポスト総数  0.0088 0.0153  0.0217 0.0179 
定数項  0.3123 0.2204  0.8681 0.2888 **
年度ダミー YES YES
R-sq:  overall 0.7076 0.6386 
Number of obs 469 469 

F test that all u_i=0: F (46, 408) = 5.17 *** F (46, 408) = 5.47 ***
Hausman test chi2(13) = -82.84  - chi2(13) = 25.88 *

(1) ***: p<0.001, **: p<0.01, *: p<0.05, † : p<0.1
(2) Robust Std.Err. adjusted for clustering on 47 prefectures
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デ
ル
の
係
数
は
、
都
道
府
県
〝
内
〞
の
独
立
変
数
の
変
化
が
都
道
府
県
〝
内
〞
の
従
属
変
数
の
変
化
に
与
え
る
影
響
を
示
す
も
の
と
解
釈

さ
れ
る
（
曽
我
・
待
鳥
二
〇
〇
七
、
補
論
）。
推
定
結
果
か
ら
は
、（
一
）
自
民
党
会
派
の
分
裂
が
生
じ
て
お
り
、
交
渉
団
体
の
最
低
所
属
議

員
数
が
大
き
い
議
会
で
、
正
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
が
減
少
す
る
こ
と
、（
二
）
自
民
党
以
外
の
与
党
議
席
率
が
高
く
、

交
渉
団
体
の
最
低
所
属
議
員
数
が
小
さ
い
議
会
で
、
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
正
副
委

員
長
の
両
モ
デ
ル
で
、
係
数
の
サ
イ
ン
は
一
貫
し
て
い
る
。
自
民
党
以
外
の
与
党
連
立
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
特
に
副
委
員
長
ポ
ス
ト

が
比
例
的
に
配
分
さ
れ
や
す
い
こ
）
19
（
と
、
交
渉
団
体
と
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
役
職
配
分
の
比
例
性
が
弱
ま
る
こ

と
は
、
仮
説
２
、
３
と
整
合
的
な
結
果
で
あ
る
。
他
方
で
、
自
民
党
会
派
の
分
裂
は
、
正
委
員
長
ポ
ス
ト
の
比
例
的
な
配
分
を
む
し
ろ
阻

害
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
仮
説
１
と
非
整
合
的
な
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
係
数
は
一
〇
％
水
準
で
の
み
有
意
で
あ
り
、
結
果

は
そ
れ
ほ
ど
頑
強
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
副
委
員
長
ポ
ス
ト
を
従
属
変
数
と
し
た
場
合
に
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な
く
、
自
民

党
分
裂
ダ
ミ
ー
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
か
。
ま
ず
は
、
実
際
の
事
例
に
あ

た
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
コ
ー
ド
化
の
方
法
で
、
自
民
党
会
派
の
分
裂
が
認
め
ら
れ
た
事
例
は
、
全
体
の
約
七
％
の
三
三
件

に
上
る
（
表
１
）。
こ
の
う
ち
、
自
民
党
の
分
裂
会
派
に
常
任
委
員
会
の
正
委
員
長
ポ
ス
ト
が
一
議
席
以
上
配
分
さ
れ
た
事
例
は
、
約
六

〇
％
の
二
〇
件
で
あ
っ
た
。
他
の
条
件
を
無
視
す
れ
ば
、
概
し
て
、
自
民
党
は
多
数
党
と
し
て
の
一
体
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
分
裂
会

派
に
対
し
て
役
職
の
比
例
按
分
を
行
っ
て
お
り
、
仮
説
１
に
整
合
的
な
観
察
事
実
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
自
民
党
会
派
の
分
裂

事
例
が
そ
も
そ
も
些
少
で
あ
る
こ
と
や
、
分
裂
状
況
を
ダ
ミ
ー
変
数
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
問
題
な
ど
が
、
実
証
結
果
を
不
明
瞭
に
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
推
定
方
法
に
再
検
討
の
余
地
が
残
る
。

　
次
に
、
表
３
は
、
全
委
員
会
の
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
自
民
党
・
公
明
党
・
社
会
党
（
社
民
党
）・
共
産
党
の
議
席
率
を
従
属

変
数
と
し
た
推
定
結
果
で
あ
る
。
自
民
党
以
外
の
与
党
議
席
率
を
除
外
し
、
各
政
党
の
知
事
に
対
す
る
推
薦
・
支
持
ダ
ミ
ー
を
投
入
す
る

こ
と
で
、
首
長
に
対
す
る
与
党
連
立
に
加
わ
る
こ
と
の
効
果
を
推
定
し
て
い
る
。
な
お
、
自
民
党
議
席
率
の
推
定
モ
デ
ル
で
は
、
自
民
党
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表３　正副委員長に占める会派別議席率の規定要因

従属変数
1972-2003
自民党議席率

全委員会・正委員長

1972-2003
自民党議席率

全委員会・副委員長

1972-2003
公明党議席率

全委員会・正委員長

1972-2003
公明党議席率

全委員会・副委員長
Fixed-Effects Random-Effects Random-Effects Random-Effects

独立変数 Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

政党議席率（議会全体） 1.1661 0.1048 *** 1.2380 0.0637 *** 0.7940 0.2015 *** 1.3652 0.2557 ***
自民党分裂ダミー 0.0094 0.0327 0.0642 0.0269 * 0.0181 0.0083 * -0.0115 0.0095 
政党推薦・支持ダミー 0.0299 0.0184 0.0590 0.0200 ** -0.0044 0.0072 0.0016 0.0078 

交渉団体・最低所属議員数 0.0181 0.0075 * 0.0208 0.0063 ** 0.0023 0.0022 -0.0052 0.0029† 
ポスト総数 0.0014 0.0048 -0.0036 0.0024 0.0014 0.0013 0.0009 0.0014 
定数項 -0.0251 0.0813 -0.1207 0.0702† -0.0354 0.0162 * -0.0135 0.0188 
年度ダミー YES YES YES YES
R-sq:  overall 0.6677 0.6716 0.5313 0.5572 
Number of obs 469 469 425 425 

F test that all u_i=0: F(46, 408)=4.77 *** F(46, 408)=5.37 *** F(46, 364)=4.66 *** F(46, 364)=2.06 ***
Hausman test chi2(13)=-79.49 - chi2(13)=12.03 chi2(13)=16.58 chi2(13)=4.66

(1) ***: p<0.001, **: p<0.01, *: p<0.05, †: p<0.1 (2) Robust Std.Err. adjusted for clustering on 47 prefectures

従属変数
1972-2003
社会党議席率

全委員会・正委員長

1972-2003
社会党議席率

全委員会・副委員長

1972-2003
共産党議席率

全委員会・正委員長

1972-2003
共産党議席率

全委員会・副委員長
Random-Effects Random-Effects Fixed-Effects Random-Effects

独立変数 Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

Coef
Robust
Std.Err

政党議席率（議会全体） 0.8516 0.1268 *** 1.0355 0.1629 *** 0.6305 0.1946 ** 0.7756 0.0599 ***
自民党分裂ダミー 0.0350 0.0183† 0.0147 0.0190 0.0012 0.0045 0.0046 0.0087 
政党推薦・支持ダミー 0.0171 0.0089† 0.0074 0.0114 0.0138 0.0065 * -0.0017 0.0061 
交渉団体・最低所属議員数 0.0002 0.0051 -0.0097 0.0055† 0.0004 0.0011 0.0004 0.0015 

ポスト総数 0.0020 0.0022 0.0041 0.0017 * -0.0001 0.0007 0.0009 0.0005 *
定数項 -0.0288 0.0386 0.0060 0.0438 -0.0165 0.0117 -0.0283 0.0089 **
年度ダミー YES YES YES YES
R-sq:  overall 0.4136 0.4021 0.4815 0.5339 
Number of obs 399 399 412 412 

F test that all u_i=0: F(46, 338)=6.58 *** F(46, 338)=4.74 *** F(46, 351)=2.56 *** F(46, 351)=1.65 **
Hausman test chi2(14)=13.74 chi2(14)=17.36 chi2(13)=-11.86 - chi2(14)=8.11

(1) ***: p<0.001, **: p<0.01, *: p<0.05, †: p<0.1 (2) Robust Std.Err. adjusted for clustering on 47 prefectures
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の
単
独
推
薦
・
支
持
ダ
ミ
ー
を
用
い
て
い
る
点
に
は
再
度
の
注
を
付
し
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
各
政
党
が
議
会
内
に
存
在
し
な
い
標

本
は
、
各
モ
デ
ル
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
仮
説
ご
と
に
推
定
結
果
を
確
認
し
て
い
く
と
、
ま
ず
自
民
党
会
派
が
分
裂
し
て
い
る
議
会
で
は
、

公
明
党
や
社
会
党
（
社
民
党
）
な
ど
の
小
会
派
が
正
委
員
長
ポ
ス
ト
を
得
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
仮
説
１
と
整
合
的
な
結
果
で
あ

る
。
他
方
、
自
民
党
会
派
の
分
裂
が
、
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
自
民
党
議
席
率
を
高
め
る
と
い
う
仮
説
１
と
非
整
合
的
な
結
果
も
導
い
て
お

り
、
こ
れ
は
表
２
の
推
定
結
果
と
一
貫
し
て
、
解
釈
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
次
に
、
各
政
党
の
推
薦
・
支
持
ダ
ミ
ー
に
関
し
て
は
、
自
民
党
が
知
事
に
対
し
て
単
独
で
推
薦
・
支
持
を
与
え
て
い
る
場
合
に
は
、
副

委
員
長
ポ
ス
ト
の
配
分
で
有
利
な
立
場
を
得
る
こ
）
20
（

と
、
社
会
党
（
社
民
党
）
と
共
産
党
が
知
事
与
党
に
加
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
正
委

員
長
ポ
ス
ト
の
獲
得
に
成
功
し
や
す
い
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仮
説
２
と
整
合
的
な
結
果
で
、
多
数
派
を
形
成
す
る
自
民
党

は
、
単
独
で
首
長
の
立
法
権
力
を
存
立
さ
せ
る
場
合
に
、
多
数
主
義
的
な
役
職
配
分
を
実
現
し
や
す
い
こ
と
、
他
方
で
、
社
会
党
（
社
民

党
）
や
共
産
党
は
与
党
連
立
に
加
わ
る
こ
と
で
多
数
党
か
ら
譲
歩
を
得
や
す
い
か
、
あ
る
い
は
、
会
派
連
合
に
よ
っ
て
役
職
配
分
に
影
響

力
を
持
ち
う
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
最
後
に
、
交
渉
団
体
と
認
め
る
最
低
所
属
議
員
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
が
大
き
い
ほ

ど
、
自
民
党
が
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
両
方
で
多
数
主
義
的
な
役
職
配
分
を
行
い
や
す
く
、
副
委
員
長
ポ
ス
ト
に
関
し
て
、
公
明
党
や
社

会
党
（
社
民
党
）
の
影
響
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仮
説
３
と
整
合
的
な
結
果
で
、
議
事
運
営
権
へ
の
関
与
を

認
め
る
会
派
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
多
数
主
義
的
な
役
職
配
分
が
行
わ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。

六
　
結
　
論

　
本
稿
で
は
、
日
本
の
地
方
議
会
の
役
職
配
分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
長
期
に
わ
た
る
四
十
七
都
道
府
県
議
会
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て

実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
特
に
議
会
の
議
事
運
営
権
を
統
制
す
る
多
数
党
の
影
響
と
、
二
元
代
表
制
の
執
政
制
度
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の
影
響
、
お
よ
び
小
会
派
に
議
事
運
営
権
へ
の
関
与
を
認
め
る
議
会
運
営
ル
ー
ル
の
影
響
に
着
目
し
、
日
本
の
地
方
議
会
内
の
役
職
配
分

が
、
多
数
党
や
連
立
与
党
の
選
好
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

　
本
稿
の
実
証
分
析
か
ら
は
、
日
本
の
地
方
議
会
で
は
、
自
民
党
一
党
優
位
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
背
景
と
し
て
、
自
民
党
に
よ
る
役
職
の

寡
占
を
伴
う
多
数
主
義
的
な
議
事
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
そ
の
よ
う
な
自
民
党
の
多
数
ボ
ー
ナ
ス
は
、
地
方
政
府
の
首
長

に
対
す
る
与
党
連
立
の
拡
大
に
よ
っ
て
譲
歩
を
迫
ら
れ
や
す
い
こ
と
、
ま
た
小
会
派
に
も
議
会
運
営
権
の
関
与
を
認
め
る
議
会
で
は
、
比

例
的
な
役
職
配
分
が
実
現
さ
れ
や
す
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
多
数
会
派
で
あ
る
自
民
党
の
分
裂
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
証
結
果
に
疑
問
が
残
る
。
自
民
党
会
派
が
分
裂
す
る
事
例
は
全
体
の
約
七
％
と
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
事
例
の
整
理
や
、
会
派
の
分
裂

状
況
を
変
数
の
操
作
化
に
反
映
す
る
な
ど
の
追
加
的
な
分
析
が
必
要
と
い
え
る
。

　
以
上
の
実
証
結
果
か
ら
、
本
稿
は
、
既
存
研
究
に
対
し
て
い
か
な
る
理
論
的
含
意
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
に
つ
い
て
三
つ
の
仮
説
を
検
証
し
て
き
た
が
、
比
較
議
会
研
究
の
観
点
で
は
、
第
二
の
仮
説

―
大
統
領
制
下

に
お
け
る
連
立
与
党
の
影
響
に
関
す
る
実
証
結
果
が
、
特
に
重
要
な
理
論
的
含
意
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
に

関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
二
大
政
党
制
を
前
提
と
し
た
大
統
領
制
の
議
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
（e.g. Cox and 

M
cCubbins 1993

）
や
、
多
党
制
を
含
ん
だ
議
院
内
閣
制
・
半
大
統
領
制
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
議
会
（e.g. Carroll 2013

）
を
中
心
と
し
て

そ
の
理
論
的
・
実
証
的
知
見
の
蓄
積
が
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
点
、
本
稿
は
、
日
本
の
地
方
議
会
と
い
う
、
一
党
優
位
制
の
政

党
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
特
に
首
長
に
対
し
て
強
力
な
議
題
設
定
権
を
認
め
る
二
元
代
表
制
―
大
統
領
制
の
議
会
に
お
け
る
議
会
内
組
織

の
役
職
配
分
を
検
証
し
た
点
に
新
規
性
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
よ
う
に
、
執
政
府
の
長
に
対
し
て
相
対
的
に
自
律
的
な
議
会
を
対
象
と
し
た
場
合
、
議
員
個
人

（e.g. Shepsle 1978

）、
議
院
全
体
（e.g. Krehbiel 1991

）、
多
数
党
（e.g. Cox and M

cCubbins 1993

）
の
い
ず
れ
の
役
割
に
着
目
す
る
に

せ
よ
、
議
会
の
合
理
性
が
議
会
内
組
織
の
構
成
を
規
定
す
る
点
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
議
院
内
閣
制
・
半
大
統
領
制
の
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諸
議
会
を
対
象
と
し
た
場
合
、
執
政
権
を
統
制
す
る
政
権
の
合
理
性
か
ら
議
会
内
組
織
の
構
成
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（e.g. 

Carroll 2013

）。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
執
政
府
の
長
と
議
会
と
が
異
な
る
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
大
統
領
制
下
の

議
会
で
あ
っ
て
も
、
首
長
に
強
力
な
議
題
設
定
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
首
長
の
立
法
権
力
へ
の
関
与
が
、
議
員
や
政
党
の
再

選
戦
略
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
な
制
度
的
特
徴
を
有
す
る
場
合
に
は
、
首
長
選
挙
で
の
支
持
関
係
を
通
じ
て
形
成

さ
れ
る
与
党
連
立
を
維
持
す
る
た
め
に
、
議
会
内
組
織
の
役
職
配
分
が
戦
略
的
に
利
用
さ
れ
う
る

―
す
な
わ
ち
、
議
院
内
閣
制
・
半
大

統
領
制
の
多
党
連
立
政
権
と
類
似
し
た
立
法
過
程
が
現
出
し
う
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
統
領
の
立
法
権
力
が
議
会
の
与
党
連

立
に
よ
っ
て
存
立
す
る
連
立
大
統
領
制
（coalitional presidentialism

）
に
お
け
る
立
法
過
程
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
理
論
的
・
実
証
的

知
見
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
に
本
稿
の
貢
献
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
終
わ
り
に
、
本
稿
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
一
に
、
本
稿
の
実
証
分
析
は
改
選
議
会
を
標
本
単
位
と
す
る
も
の
で
、
多
く
の
既
存

研
究
の
よ
う
に
会
派
を
標
本
単
位
と
し
た
分
析
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
特
に
、
国
政
政
党
以
外
の
地
方
会
派
が
役
職
配
分
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
の
か
な
ど
は
依
然
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
二
に
、
本
稿
で
は
、
有
効
会
派
数
や
会
派
別
議
席
率
な
ど
の

指
標
を
用
い
て
、
委
員
会
の
ポ
ス
ト
全
体
の
配
分
状
況
を
把
握
し
た
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
委
員
会
の
ポ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
会
派
に
配

分
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
、
委
員
会
の
政
策
領
域
の
相
違
に
つ
い
て
は
分
析
の
説
明
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
実
証
分
析
か
ら
は
、

概
し
て
、
地
方
議
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
が
、
議
事
運
営
権
を
統
制
す
る
多
数
党
の
一
体
性
や
、
首
長
の
議
題
設
定
権
に
影
響
を
与
え
う
る

与
党
連
立
の
存
立
維
持
の
た
め
に
戦
略
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
戦
略
的
運
用
は
、
多
数

党
や
連
立
与
党
の
選
好
に
応
じ
て
政
策
領
域
の
ポ
ス
ト
を
割
り
当
て
る
な
ど
の
、
政
策
資
源
の
配
分
に
も
関
心
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。



地方議会の役職配分

53

〔
謝
辞
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
日
本
政
治
学
会
・
研
究
大
会
（
早
稲
田
大
学
）
で
の
報
告
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に
際
し

て
は
、
討
論
を
務
め
て
頂
い
た
中
谷
美
穂
先
生
（
明
治
学
院
大
学
）、
鎌
原
勇
太
先
生
（
横
浜
国
立
大
学
）
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
い
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
の
誤
り
は
す
べ
て
筆
者
の
責
任
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
平
成
二
四
―
二

七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
：
課
題
番
号12J02974

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  
た
と
え
ば
、
日
本
の
国
会
研
究
で
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
（
川
人
二
〇
〇
五
、
第
四
章；

増
山
二
〇
〇
三；

福
元
二
〇
〇
七
）、
ど
の

政
党
が
委
員
長
を
統
制
す
る
の
か
が
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
議
案
の
成
否
を
左
右
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
2
）  

後
述
す
る
よ
う
に
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
分
析
で
使
用
す
る
の
は
一
九
七
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
四
十
七
都
道
府
県
議
会
の
デ
ー
タ
で

あ
る
。

（
3
）  

こ
の
点
、
委
員
会
の
副
委
員
長
が
、
議
事
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を
有
し
て
い
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
こ
で
述
べ
た

よ
う
に
、
委
員
長
に
対
し
て
、
広
範
な
議
事
運
営
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
一
方
、
副
委
員
長
に
対
し
て
は
、
委
員
長
が
不
在
の
場
合
の
職
務
代
行

（
第
九
条
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
で
あ
る
。
副
委
員
長
を
占
め
る
こ
と
の
議
会
活
動
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
4
）  

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
二
八
日
朝
刊
、
群
馬
全
県
。

（
5
）  

そ
れ
ゆ
え
、
委
員
長
ポ
ス
ト
を
確
保
す
る
目
的
で
、
特
別
委
員
会
が
常
設
化
・
増
設
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
問
題
視
す
る
議
論
も
あ
る
（
大
森 

二
〇
〇
二
、
一
二
六
頁
）。

（
6
）  

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
委
員
会
研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、Evans 

（2011

）
を
参
照
。
分
配
理
論
で
は
、
委
員
会
制
度
は
、
議
員
の
選
挙
誘

因
を
満
た
す
た
め
の
存
在
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
ゆ
え
に
、
各
委
員
会
は
、
特
定
の
政
策
領
域
に
つ
い
て
極
端
な
選
好
や
高
い
需
要
を
持
つ
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。
一
方
、
情
報
理
論
で
は
、
委
員
会
制
度
は
、
政
策
的
帰
結
に
関
す
る
情
報
の
不
確
実
性
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
ゆ
え
に
、
各
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
議
院
の
全
体
を
代
表
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
期
さ
れ

る
。
ま
た
、
党
派
理
論
で
は
、
委
員
会
運
営
に
関
し
て
多
数
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
ゆ
え
に
、
委
員
会
の
構
成
は
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
地
理
的
に
も
多
数
党
を
よ
り
よ
く
代
表
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
（Evans 2009, pp. 406 -412

）。

（
7
）  

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
時
点
の
調
査
で
は
、
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
、
正
副
委
員
長
を
委
員
会
で
互
選
す
る
都
道
府
県
は
三
〇
、
本
会
議
で
選

任
す
る
府
県
は
一
八
で
あ
る
（
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
二
〇
〇
九
）。

（
8
）  

た
だ
し
、Carroll 

（2013

）
の
研
究
上
の
主
眼
は
、
連
立
政
権
下
に
お
い
て
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
が
執
政
権
を
バ
ラ
ン
ス
化
す
る
た
め
に
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利
用
さ
れ
て
い
る

―
ゆ
え
に
、
極
端
な
政
策
位
置
を
持
つ
与
党
は
、
そ
の
政
党
が
持
つ
閣
僚
ポ
ス
ト
と
同
一
政
策
領
域
の
委
員
長
ポ
ス
ト
を
配

分
さ
れ
に
く
く
、
ま
た
委
員
長
ポ
ス
ト
の
配
分
全
体
に
つ
い
て
も
不
遇
な
立
場
に
置
か
れ
や
す
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
本
報
告
で
は
体
系

的
な
分
析
を
報
告
し
な
い
が
、
日
本
の
都
道
府
県
議
会
に
お
い
て
も
、
多
数
党
で
あ
る
自
民
党
が
他
の
会
派
に
委
員
会
の
ポ
ス
ト
を
譲
歩
す
る
場

合
、
同
一
委
員
会
の
委
員
長
と
副
委
員
長
を
同
時
に
譲
歩
す
る
ケ
ー
ス
は
些
少
に
み
え
る

―
つ
ま
り
、
立
法
権
力
を
バ
ラ
ン
ス
化
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

（
9
）  
相
乗
り
枠
組
み
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
河
村
（
二
〇
〇
八
）、
名
取
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

（
10
）  

実
際
、
既
存
の
地
方
政
治
研
究
で
は
、
知
事
与
党
が
し
ば
し
ば
議
員
提
出
議
案
の
議
案
提
出
主
体
と
し
て
会
派
連
合
を
形
成
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
（
辻
二
〇
〇
六
）。

（
11
）  

計
算
方
法
は
、
各
会
派
の
議
席
率
（
正
副
委
員
長
ポ
ス
ト
の
占
有
率
）
の
二
乗
の
逆
数
の
合
計
で
あ
る
。

（
12
）  

た
だ
し
、
ど
の
会
派
を
ど
の
政
党
の
会
派
と
み
な
す
か
に
関
し
て
は
、
曽
我
謙
悟
氏
・
待
鳥
聡
史
氏
が
公
開
し
て
い
る
『
朝
日
年
鑑
』
等
の
会

派
別
議
員
数
デ
ー
タ
を
適
宜
参
照
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
は
、
以
下
の
曽
我
謙
悟
氏
の
個
人
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。http://w

w
w
2.ko-

be-u.ac.jp/~ksoga/ksoga/JLP.htm
l 

（2012/9/21

）。
な
お
、
自
民
党
会
派
が
分
裂
し
て
い
る
場
合
の
自
民
党
議
席
率
に
つ
い
て
は
、
資
料
内

で
、
自
民
党
と
し
て
識
別
さ
れ
て
い
る
会
派
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
識
別
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
最
大
の
自
民
党
会
派
を
自
民
党
議

席
率
に
算
入
し
て
い
る
。

（
13
）  

た
と
え
ば
、
自
由
民
主
党
の
議
員
数
の
欄
に
注
が
付
さ
れ
、
そ
の
会
派
別
の
内
訳
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
14
）  

具
体
的
に
は
、
曽
我
謙
悟
氏
・
待
鳥
聡
史
氏
が
公
開
し
て
い
る
『
朝
日
年
鑑
』
等
の
会
派
別
議
員
数
の
デ
ー
タ
と
の
整
合
性
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
公
開
の
デ
ー
タ
で
は
、「
自
民
党
と
そ
れ
以
外
の
政
党
の
勢
力
の
比
が
政
策
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析
す
る
こ
と
」（
曽
我
二
〇
一
一
、
一
四
三

頁
）
を
目
的
と
し
て
、
自
民
党
議
席
数
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
の
各
会
派
の
議
席
数
の
合
計
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
用
い
る
資
料
と
相
互

参
照
し
、
複
数
会
派
の
議
席
数
の
合
算
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
合
算
さ
れ
て
い
る
会
派
を
分
裂
会
派
と
し
て
扱
っ
た
。

（
15
）  

デ
ー
タ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
砂
原
庸
介
氏
が
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
加
工
利
用
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
以
下
の
砂
原
庸
介
氏
の
個

人
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。http://w

w
w.geocities.jp/yosuke_sunahara/data/data.htm

l （2012/9/21

）。

（
16
）  

な
お
、
自
民
党
に
関
し
て
は
単
独
推
薦
・
支
持
を
識
別
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
を
用
意
し
て
い
る
。

（
17
）  

そ
の
よ
う
な
標
本
は
、
全
体
で
一
五
を
数
え
る
。
ま
た
、
申
合
せ
や
協
議
に
よ
り
特
例
を
認
め
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
特
例
の
最
低
所
属
議

員
数
を
当
て
は
め
て
い
る
。
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（
18
）  

も
ち
ろ
ん
、
議
会
全
体
の
議
席
数
に
比
べ
て
、
委
員
会
の
ポ
ス
ト
の
数
は
少
な
い
の
で
、
議
会
全
体
に
比
べ
て
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
占
め

る
有
効
会
派
数
が
小
さ
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
定
外
委
員
会
の
正
副
委
員
長
に
占
め
る
有
効
会
派
数
が
際
立
っ
て
小
さ
い
の

は
、
法
定
外
委
員
会
の
数
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
。
後
の
多
変
量
解
析
で
は
、
こ
の
点
を
委
員
会
の
ポ
ス
ト
数
を
統
制
す
る
こ
と
で
考
慮
し
て
い

る
。

（
19
）  
た
だ
し
、
正
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
有
効
会
派
数
を
従
属
変
数
と
し
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
自
民
党
以
外
の
与
党
議
席
率
は
正
の
係
数
を

持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
統
計
的
な
有
意
水
準
は
〇
・
一
一
九
と
一
〇
％
水
準
に
近
い
。

（
20
）  

た
だ
し
、
正
委
員
長
ポ
ス
ト
に
占
め
る
自
民
党
議
席
率
を
従
属
変
数
と
し
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
自
民
党
の
単
独
推
薦
・
支
持
ダ
ミ
ー
は
正

の
係
数
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
統
計
的
な
有
意
水
準
は
〇
・
一
一
二
と
一
〇
％
水
準
に
近
い
。
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か
ら

―
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
』
四
七
：
八
九
―
一
〇
七
。

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
編
（
一
九
六
九
―
二
〇
〇
九
）『
第
一
―
一
一
回 

都
道
府
県
議
会
提
要
』。

曽
我
謙
悟
（
二
〇
一
一
）「
都
道
府
県
議
会
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム

―
選
挙
制
度
と
執
政
制
度
に
よ
る
説
明

―
」『
年
報
政
治
学
二
〇
一
一
―

Ⅱ
』、
一
二
二
―
一
四
六
。

曽
我
謙
悟
・
待
鳥
聡
史
（
二
〇
〇
七
）『
日
本
の
地
方
政
治

―
二
元
代
表
制
政
府
の
政
策
選
択

―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

地
方
自
治
総
合
研
究
所
編
（
一
九
七
四
―
二
〇
〇
七
）『
全
国
首
長
名
簿 

一
九
七
四
年
版
―
二
〇
〇
六
年
版
』。

築
山
宏
樹
（
二
〇
一
三
）「
地
方
議
会
の
審
議
時
間

―
会
期
日
数
・
委
員
会
開
催
日
数
の
規
定
要
因

―
」『
公
共
選
択
』
五
九
：
八
六
―
一
〇
九
。

辻
陽
（
二
〇
〇
六
）「
地
方
議
会
の
党
派
構
成
・
党
派
連
合

―
国
政
レ
ベ
ル
の
対
立
軸
か
、
地
方
政
治
レ
ベ
ル
の
対
立
軸
か

―
」『
近
畿
大
学
法
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学
』
五
四 （
二
）：
二
三
七
―
二
九
三
。

名
取
良
太
（
二
〇
〇
九
）「「
相
乗
り
」
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
」『
情
報
研
究
』
三
一
：
六
七
―
八
六
。

福
元
健
太
郎
（
二
〇
〇
七
）『
立
法
の
制
度
と
過
程
』
木
鐸
社
。

増
山
幹
高
（
二
〇
〇
三
）『
議
会
制
度
と
日
本
政
治

―
議
事
運
営
の
計
量
政
治
学

―
』
木
鐸
社
。

馬
渡
剛
（
二
〇
一
〇
）『
戦
後
日
本
の
地
方
議
会

―
一
九
五
五
〜
二
〇
〇
八

―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

八
木
欣
之
介
・
小
笠
原
春
夫
編
（
一
九
九
〇
）『
実
務
地
方
自
治
法
講
座
五
巻 

議
会
』
ぎ
ょ
う
せ
い
。
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築
山　

宏
樹
（
つ
き
や
ま
　
ひ
ろ
き
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
１
）

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
日
本
政
治
学
会
、
公
共
選
択
学
会

専
攻
領
域
　
　
政
治
過
程
論


